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文責 校長 鴫原 俊洋

○ 自ら探求的に学ぶ生徒

○ 礼儀正しく、節度ある生活をする生徒

○ 健康で、安全な生活をする生徒

◇ 自分に自信を持ち、行動できる生徒（今年度重点目標）

多摩中生との交流会より

２月２日（土）本校において、「浪江と多摩をつな

ぐ交流のつどい」が開催されました。多摩市の桜ヶ

丘商店会連合会会長の平清太郎様、元浪江町商工会

会長の原田雄一様のご尽力により毎年行われている

会で、中学校としては今年で３回目となります。多

摩市の市長様、教育長様はじめ多摩市立多摩中学校

の生徒さん５名が来校し、ゲーム等を通して交流を

深めました。

多摩中学校は昭和２２年に創立され、現在は生徒数４５０名ほどの伝統ある学校です。生徒会

役員の中から選抜されて来たそうですが、希望者が多く抽選になってしまったとのことでした。

それだけ多摩中の皆さんが本校との交流を楽しみにしていたことがうかがえました。

会の中では、自己紹介に始まり、互いの学校紹介、ゲ

ーム、「未来の光へ」合唱、感想発表と和やかで温かな時

間を共有することができました。驚いたのは、多摩中の

生徒の皆さんが浪江中のことを本当によく調べ、理解し

た上で来ていただいたということです。頭が下がります。

３月には多摩で「復興フォーラム」が開催され、そこ

で今回の交流で学んだことを発表するそうです。素晴ら

しい発表となることを、ここ二本松の地からご期待申し

上げます。また、多摩市以外にも日本全国で私たちを応援し、支援していただいている方がたく

さんいらっしゃることを改めて感じることができました。皆様に心より感謝申し上げます。

本日はお忙しいところ来校いただきありがとうございました。立志式で立てた誓いを忘れず、

たくましく自分の信じた道を進んでいってくれることを願っています。今日お話した「初志」の

文字には、自分自身への問も込められています。あのとき何を思い、何を目指していたかな…と。

浪江中だより
教 育 目 標


